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1. 序  
 
i 本出身国情報（COI）主要文書は、難民庇護／人権問題の判定に関わる当局者向

けに、内務省調査統計局（RDS）が作成したものです。英国における難民庇護
／人権関連の申し立てにおいて、最もよく見られる問題に関する基本情報全般
を提供しています。COI 主要文書は 2007 年 3 月 14 日時点で入手可能な情報を
含みます。 

ii COI 主要文書は、広く認知された多様な外部情報源が作成した主要報告書、論
文、記事などの索引付きリストです。内務省の見解や方針は含まれません。 

iii 内務省内の利用者は、索引と情報源リストに示された情報源番号のリンクによ
り、本書に記載されている情報源に電子的にアクセスすることができます。外
部利用者のために、アクセスがあった日付とともに、関連のウェブリンクを示
しました。 

iv 上述のように、識別された文書は主に人権問題に集中しています。前置きとし
て、ブルンジに関する簡潔な基礎情報も示しました。この基礎資料は、リスト
アップされた主要文書に含まれる内容の概略を示すものではないことにご注意
ください。 

v 本 COI主要文書およびリストの文書は一般に開示することができます。 
vi 本 COI 主要文書に関するご意見、ならびに追加文書の提言等があれば、ご遠慮

なく内務省までお申し出下さい。 
 
 
出身国情報課 
内務省 
Apollo House 
36 Wellesley Road 
Croydon CR9 3RR 
英国 
 
 
Email : cois@homeoffice.gsi.gov.uk
 
Website : http://www.homeoffice.gov.uk/rds/country reports.html
 
 
各国情報諮問パネル 

内務省の出身国情報源資料の内容について内務省に提言を行うため、2002 年
の国籍、移民、および庇護民法（Nationality, Immigration and Asylum Act）に
基づいて各国情報諮問パネルが設立されました。諮問パネルは内務省出身国
情報資料に関するあらゆるフィードバックを歓迎します。パネルの作業に関
する情報は www.apci.org.uk で入手できます。 
 
内務省の資料や手続きを認証することは諮問パネルの役割ではありません。
作業の過程において、諮問パネルは選択した内務省 COI 文書内容の検証を行
いますが、検証が行われたという事実も、またそれに関するいかなるコメン
トも、資料を認証するものとみなすべきではありません。パネルが調べた資
料の中には、Non-Suspensive Appeals（NSA、不審議申し立て：「安全国」
とされる国の出身者は英国内で庇護の申し立てができない制度）リストに指
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定された国、または指定を提案されている国に関連したものがあります。こ
の場合、パネルの作業は、特定の国を NSA リスト国に指定するという決定、
または NSAプロセスそのものを認証するものではありません。 

 
Email : apci@homeoffice.gsi.gov.uk
 
Website : www.apci.org.uk
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2. ブルンジの基礎情報  
 
正式国名：ブルンジ共和国 
面積：27,834 km2 [3a] （英国外務省－ブルンジカントリープロフィール） 
人口：8,090,068 人 [5a] （CIA ワールドファクトブック－ブルンジ、2007 年 2 月 8
日） 
首都：ブジュンブラ（人口約 800,000人） 
民族：フツ（Hutsu）族 85％、ツチ（Tutsi）族 14％、ツワ（Twa）族 1％、ヨーロッ
パ人 3,000人、南アジア人 2,000人 

言語：キルンジ語（公用語）、フランス語（公用語）、スワヒリ語（タンガニーカ湖
沿岸とブジュンブラ地域） 

宗教：キリスト教 
伝統的宗教：イスラム 
通貨：ブルンジ・フラン＝100サンチーム 
主要政党：民主防衛国民会議－民主防衛勢力（CNDD-FDD）；ブルンジ民主戦線
（FRODEBU）；国民進歩統一党（UPRONA）。その他：民主防衛国民会議
（CNDD）；ブルンジアフリカ救世同盟（ABASA）；民主主義・経済社会発展運動
（RADDES）；国家矯正党（PARENA）；民族融和党（PRP）；国民復興運動
（MRC） 

国家元首：ピエール・ンクルンジザ大統領 
副大統領：Dr. マルタン・ンドゥウィマナ 
外務大臣：アントワネット・バトゥムブウィラ 
加盟国際機関：アフリカ連合（AU）、国連、東南アフリカ共同市場（COMESA）[3a] 
（英国外務省－ブルンジカントリープロフィール） 

 
目次に戻る 

 
地理
ブルンジは中央アフリカの赤道の南に位置する小さな内陸の山岳国である。コンゴ民
主共和国（DRC）、タンザニア、およびルワンダと国境を接している。気候は温暖で、
雨季が 2 回ある（3-5 月と 10-12 月）公用語はキルンジ語、フランス語、およびスワ
ヒリ語である。[3a] （英国外務省－ブルンジカントリープロフィール） 
 
地図 
 
地図提供国連 
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近況
ブルンジは 1962年にベルギーから独立した。国土面積 27,830 km2に 600万人 [CIAワ
ールドファクトブックは、2007 年 2 月 8 日現在で 800 万人以上がブルンジに住むと
報告している] が暮らすブルンジは、アフリカで最も人口密度の高い国である。独立
以来、ブルンジの政治は、2 大民族グループであるツチ族とフツ族の間の対立、紛争、
そして暴力に特徴付けられてきた。50 万人以上が殺され、28 万 1 千人が国内難民と
なっている。またタンザニアを中心とした近隣諸国には 80万人を越える難民が暮らし
ている。[3b] （英国外務省－人権年次報告 2004、p146） 
 
英国外務省（FCO）カントリープロフィールのブルンジの項には「1993 年にブルンジ
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史上はじめて行われた選挙はフツ族の勝利に終った。数ヶ月後、ツチ族が支配する軍
の分子が新大統領を殺害したことがきっかけとなり、軍とフツ族反政府グループの間
で長期にわたる紛争が勃発し、50 万人以上が犠牲になったと推定される。1996 年に
ブヨヤが再び政権の座についたが、暴力を止めることはできなかった。プレッシャー
のもとで、1998 年には対立勢力の間で交渉が始まり、2000 年にはタンザニアのアル
ーシャで和平合意が締結された。和平には強硬派の 4 グループを除いたすべての当事
者が署名した。2002 年には暫定政府が設立されたが、これらのグループと軍の間では
武力衝突が続き、2003年後半になり、ようやく 3グループと個別に停戦協定が結ばれ
た。国連は 2004 年 6 月にブルンジ平和維持軍（ONUB）を展開、2005 年 6 月から 9
月にかけて行われた選挙により暫定政権が終了し、ピエール・ンクルンジザの CNDD-
FDD党が政権についた」と述べられている。[3a] 
 
近年の出来事と政治状況 
ピエール・ンクルンジザ大統領率いる新政府は、最後の抵抗集団であった国民解放勢
力（Forces Nationales de Liberation: FNL）との間で、2006年 9月に南アフリカの仲
介による停戦協定を結んだ。[5a]（CIA ワールドファクトブック－ブルンジ、2007 年
2 月 8 日）FNL は 2006 年 9 月に和平のプロセスを開始したが、戦士たちは戦場にと
どまっていた。[3a]（英国外務省－ブルンジカントリープロフィール）ジェーン社の
ブルンジ安全評価（Jane's Sentinel Security Assessment for Burundi: 2007年 1月 19
日更新）によると、アガトン・ルワサ率いる NFL は現在も活動中の反乱分子であると
している。[11e] 
 
国連ブルンジ活動（ONUB）は 2006 年 12 月 31 日に、平和維持任務を完了した。
2007 年 1 月 1 日には、国連ブルンジ統合事務所（BINUB）が当初 1 年間の任務を開
始した。[39a]（国連ブルンジ活動：年表）「BINUB は、9 月 7 日の包括的停戦協定締
結を受け、元戦闘員たちの動員解除および復帰の支援と、安全保障部門の改革をその
任務に含めることを提案した。また真実和解委員会と特別法廷を通じ、人権の保護と
促進、および刑事免責をなくす対策を実施し、貧困削減努力も支援するとした。」
[19b]（国連プレスリリース PKO/157、2006年 12月 20日） 
 
多くの面で改善は見られるが、全体的な政治状況は依然として緊張状態にある。「ク
ーデター計画に関与した疑いで逮捕された前暫定政権大統領ドミティアン・ヌダイゼ
イエと副大統領アルフォンス・マリー・カデゲを含む 7 名は、依然として拘束状態に
あった。10 月 26 日には、最高裁判所が 7 名を裁判前に釈放するよう命じた 10 月 6
日の決定をくつがえし、拘束は 11 月 26 日まで延長された。」[20b]（国連安全保障理
事会－p3、2006 年 12 月 18 日）2007 年 1 月 15 日には、クーデターを計画したとさ
れた前大統領ヌダイゼイエとその他 4 名はすべての罪について無罪とされたとロイタ
ーが伝えている。前反乱軍リーダーのアラン・ムガバラボナと共同被告のタルシス・
ンダイシミエは、それぞれ 20 年と 15 年の刑を言い渡された。[40]（インディペンデ
ント・オンライン、2007年 1月 15日） 

目次に戻る 
 
経済 
GDP：8億ドル（2005年推定） 
実質的 GDP成長率：4％（2006年） 
インフレ：11％（2006年推定） 
主要輸出品：コーヒー、茶 
主要貿易相手国：輸出－ドイツ（19.6％）、ベルギー（8.2％）、パキスタン
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（6.7％）、米国（5.6％）、ルワンダ（5.6％）；輸入－ケニア（13.6％）、タンザニ
ア（11.1％）、米国（8.8％）、ベルギー（8.5％）、フランス（8.3％） 
為替レート：1 ドル＝1081 ブルンジ・フラン（2005 年推定）[3a]（英国外務省－ブル
ンジカントリープロフィール） 
 
「ブルンジ経済の支柱は農業で、GDP の約 49％を占め、労働人口の 90％以上を支え
ている。継続的な不安定、人口過剰、そして土壌の劣化により、近年自給自足経済が
大きく収縮している。主要換金作物はコーヒーで、その他には茶と綿花が主な輸出品
である。石油、ニッケル、銅の埋蔵量は豊富であり、他にも天然資源が開発されてい
るが、不安定な状況が積極的投資の障害となってきた。海から遠く、輸送コストが高
いことも、工業の発達を妨げている。」[3a]（英国外務省－ブルンジカントリープロ
フィール）「ブルンジは 2006年に約 5％の成長率を示した。世界銀行からの資金支払
が遅れているため、2007 年の予算はさらに圧迫されるであろう。ブルンジは今後も二
国間および多国間支援に大きく依存し続けると思われる。」[5a]（CIA ワールドファク
トブック－ブルンジ、2007 年 2月 8 日）FCOはインフレが 11％に達するだろうと見
ている。[3a]（英国外務省－ブルンジカントリープロフィール） 

目次に戻る 
 
人権 
FCO のブルンジカントリープロフィールは「ブルンジにおける人権状況は依然として
悪く、特に首都周辺の農村部では、あらゆる種類の虐待が蔓延している。何万もの
人々がいまだに国内難民となっている。民間人の殺害、報復殺人、拷問、レイプ、窃
盗、違法または専断的拘束、強制労働などが報告されている。女性、少女、および少
年に対するレイプや集団暴行が増加している。司法制度は、適時公正に行動する能力
がほとんどなく、罪を犯してもほとんど罰せられない。先住民であるツワ族（ピグミ
ー）は、経済、社会、政治から取り残されている。」[3a] 
 
2006 年 3 月 8 日付け USSD（米国国務省）人権慣行カントリーレポート 2005
（Country Report on Human Rights Practices）には「広がる貧困、地域により食糧の
不足、基礎的インフラの欠乏、そして高額な対外債務により、全体的に人権状況が悪
化している。PALIPEHUTU-FNL（フツ族解放党／国民解放勢力）は民間人に対する重
大な人権侵害を続けており、殺人、民間区域への無差別爆撃、誘拐、レイプ、窃盗、
強奪、子どもと兵士の強制的徴用や雇用、強制労働などが行われた」と述べられてい
る。[2e]（序文） 

目次に戻る 
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3. 主要参考資料索引  

 
（KBをお使いの方は番号をクリックして文書に直接アクセスしてください） 
 
主な出来事
と地理

[1a] 英国下院図書館調査文書（House of Commons Library Research 
Paper）06/51、アフリカ大湖地帯：紛争の終結？2006年 10月 25日 
http://www.parliament.uk/commons/lib/research/rp2006/rp06-051.pdf
 
[2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[2b] USSDバックグランドノート：ブルンジ、最終更新 2007年 1月 
http://www.state.gov/r/pa/ei/bgn/2821.htm
 
[3a] FCO カントリープロフィール：ブルンジ（最終更新日 2006 年
10月 6日） 
http://www.fco.gov.uk/servlet/Front?pagename=OpenMarket/Xcelerate/ 
ShowPage&c=Page&cid=1007029394365&a=KCountryProfile&aid= 
1020337957293/ 
 
[4a] BBCカントリープロフィール：ブルンジ、最終更新日 2006年 12
月 12日 
http://news.bbc.co.uk/1/hi/world/africa/country profiles/1068873.stm
 
[5a] CIA ワールドファクトブック、ブルンジ、最終更新日 2007 年 2
月 8日 
https://www.cia.gov/cia/publications/factbook/geos/by.html
 
[5b] CIA 外国政府の国家元首と閣僚、ブルンジ、最終更新日 2007 年
2月 9日 
https://www.cia.gov.cia/publications/chiefs/chiefs30.html
 
[8a] エコノミストインテリジェンスユニット、カントリーレポート：
ブルンジ、2007年 2月 
ハードコピーのみ 
 
[8b] エコノミストインテリジェンスユニット、カントリープロフィー
ル：ブルンジ、2006年 9月 20日 
ハードコピーのみ 
 
[9a] 英国際開発省、ブルンジファクトシート、2007年 1月 
http://www.dfid.gov.uk/pubs/files/burundi-factsheet.pdf
 

地図 [5a] CIA ワールドファクトブック、ブルンジ、最終更新日 2006 年 2
月 8日 
https://www.cia.gov/cia/publications/factbook/geos/by.html
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[12a] エンカルタ百科事典、地図、ブルンジ（2007年 2月 21日アクセ
ス） 
http://encarta.msn.com/encnet/features/mapcenter/map.aspx?Text 
Latitude=40.2987559042881&TextLongitude=127.434017111351& 
TextAltitude=6&TextSelectedEntity=131&SearchEnc=false&Map 
Style=Comprehensive&MapSize=Medium&MapStyleSelectedIndex 
=0&searchTextMap=Burundi&MapStyleList=Comprehensive 
&ZoomOnMapClickCheck=on 
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[2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[2b] USSDバックグランドノート：ブルンジ、最終更新 2007年 1月 
http://www.state.gov/r/pa/ei/bgn/2821.htm
 
[3a] FCO カントリープロフィール：ブルンジ（最終更新日 2006 年
10月 6日） 
http://www.fco.gov.uk/servlet/Front?pagename=OpenMarket/Xcelerate/ 
ShowPage&c=Page&cid=1007029394365&a=KCountryProfile&aid= 
1020337957293 
 
[4a] BBCカントリープロフィール：ブルンジ、最終更新日 2006年 12
月 12日 
http://news.bbc.co.uk/1/hi/world/africa/country profiles/1068873.stm
 
[4b] BBCタイムライン：ブルンジ、最終更新日 2006年 12月 12日 
http://news.bbc.co.uk/1/hi/world/africa/country profiles/1068991.stm
 
[6a] フリーダムハウス、世界の自由 2006：ブルンジ 
http://www.freedomhouse.org/template.cfm?page=22&year=2006& 
country=6933 
 
[8b] エコノミストインテリジェンスユニット、カントリープロフィー
ル：ブルンジ、2006年 9月 20日 
ハードコピーのみ 
 

政治と最近
の出来事

[1a] 英下院図書館調査文書 06/51、アフリカ大湖地帯：紛争の終結？
2006年 10月 25日 
http://www.parliament.uk/commons/lib/research/rp2006/rp06-051.pdf
 
[2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[2b] USSDバックグランドノート：ブルンジ、最終更新 2007年 1月 
http://www.state.gov/r/pa/ei/bgn/2821.htm
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[3a] FCO カントリープロフィール：ブルンジ（最終更新日 2006 年
10月 6日） 
http://www.fco.gov.uk/servlet/Front?pagename=OpenMarket/Xcelerate/ 
ShowPage&c=Page&cid=1007029394365&a=KCountryProfile&aid= 
1020337957293 
 
[4a] BBCカントリープロフィール：ブルンジ、最終更新日 2006年 12
月 12日 
http://news.bbc.co.uk/1/hi/world/africa/country profiles/1068873.stm
 
[4b] BBCタイムライン：ブルンジ、最終更新日 2006年 12月 12日 
http://news.bbc.co.uk/1/hi/world/africa/country profiles/1068991.stm
 
[6a] フリーダムハウス、世界の自由 2006：ブルンジ（2006年 1月 21
日アクセス） 
http://www.freedomhouse.org/template.cfm?page=22&year=2006& 
country=6933 
 
[8a] エコノミストインテリジェンスユニット、カントリーレポート：
ブルンジ、2007年 2月 
ハードコピーのみ 
 
[8b] エコノミストインテリジェンスユニット、カントリープロフィー
ル：ブルンジ、2006年 9月 20日 
ハードコピーのみ 
 
[10a] ヒューマンライツ・ウォッチ、ワールドレポート 2007：ブルン
ジ（2007年 1月 21日アクセス） 
http://hrw.org/englishwr2k7/docs/2007/01/11/burund14781.htm
 
[11a] ジェーン安全評価、カントリープロフィール一瞥、2007 年 2 月
22日 
ハードコピーのみ 
 
[13a] アムネスティ・インターナショナル年次報告 2006（2007 年 1
月 21日アクセス） 
http://web.amnesty.org/report2006/bdi-summary-eng
 
[20b] 国連ブルンジ活動第 9回事務総長報告、2006年 12月 18日 
http://daccessdds.un.org/doc/UNDOC/GEN/N06/661/19/PDF/ 
N0666119.pdf?OpenElement 
 
[39a] 国連ブルンジ活動（ONUB）、ONUB年表、2006年 12月 
http://www.un.org/Depts/dpko//missions/onub/chronology.pdf
 
[40a] インディペンデント・オンライン（IOL）、ヌダイゼイエ、ブル
ンジにおけるクーデター計画について無罪判決、2007年 1月 15日 
http://www.iol.co.za/index.php?set id=1&click id=68&art id=qw 
1168895341600B216 
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人権－全般 [2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[3a] FCO カントリープロフィール：ブルンジ（最終更新日 2006 年
10月 6日） 
http://www.fco.gov.uk/servlet/Front?pagename=OpenMarket/Xcelerate/ 
ShowPage&c=Page&cid=1007029394365&a=KCountryProfile&aid= 
1020337957293 
 
[3b] FCO人権に関する年次報告 2006、2006年 10月 12日発行 
http://www.fco.gov.uk/servlet/Front?pagename=OpenMarket/Xcelerate/ 
ShowPage&c=Page&cid=1159199103169 
 
[6a] フリーダムハウス、世界の自由 2006：ブルンジ（2006年 1月 21
日アクセス） 
http://www.freedomhouse.org/template.cfm?page=22&year=2006& 
country=6933 
 
[10a] ヒューマンライツ・ウォッチ、ワールドレポート 2007：ブルン
ジ（2007年 1月 21日アクセス） 
http://hrw.org/englishwr2k7/docs/2007/01/11/burund14781.htm
 
[13a] アムネスティ・インターナショナル年次報告 2006（2007 年 1 月
21日アクセス） 
http://web.amnesty.org/report2006/bdi-summary-eng
 
[13c] アムネスティ・インターナショナル、拷問に対する委員会ブリー
フィング、2006年 10月 
http://www.unhcr.org/cgi-bin/texis/vtx/rsd/rsddocview.pdf?tbl=RSDCOI 
&id=45388c3e4 
 
[14a] IRIN、継続的人権侵害に歯止めをかける必要に迫られている国、
2006年 11月 27日 
http://www.irinnews.org/PrintReport.aspx?ReportId=61660
 
国連難民高等弁務官事務所、ブルンジカントリーページ、2007 年 2 月
27日アクセス 
http://www.ofchr.org/english/counries/bi/
 

人権条約 [15a] ランドマイン・モニター、ブルンジ報告 2006（2007 年 3 月 1
日アクセス） 
http://www.icbl.org/lm/2006/burundi.html
 
[16a] ミネソタ大学人権図書館：国際人権条約批准－ブルンジ（2007
年 3月 1日アクセス） 
http://www1.umn.edu/humanrts/research/ratification-burundi.html
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子ども [2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[2c] USSD人身売買報告 2006、2006年 6月 5日 
http://www.state.gov/g/tip/rls/tiprtp/2006/65987.htm
 
[10b] ヒューマンライツ・ウォッチ、故郷から遠く離れて：ブルンジの
FNL子ども兵士、2006年 6月 
http://www.unhcr.org/cgi-bin/texis/vtx/rsd/rsddocview.pdf?tbl= 
RSDCOI&id=44c75b0a4 
 
[17a] 子ども兵士の徴用廃止を目指す連合、グローバルレポート
2004：ブルンジ 
http://www/child-soldiers.org/regions/country.html?id=35
 
[18a] ユニセフ国別情報：ブルンジ 
http://www.unicef.org/infobycountry/burundi28197.html
 
[18b] ユニセフ、女性と子ども：ジェンダーの平等がもたらす二重の恩
恵－世界の子どもの状況 
http://www.europeanchildrensnetwork.org/docs/unicef state world 
children 07.pdf
 
[18c] ユニセフ、子どもと若者は何を考えているか：ブルンジ、ブルン
ジの子どもと若者の意見・認識の統計調査結果 2006 
http://www.africanchildforum.org/Documents/Burundi.pdf
 
[19a] 国連ブルンジの人権状況に関する国連委託独立報告（Akich Okola
著）、2005年 9月 14日 
http://daccessdds.un.org/doc/UNDOC/GEN/N05/511/09/PDF/N0551109.
pdf?OpenElement 
 
[20a] 国連安全保障理事会、ブルンジの子どもと武力紛争に関する事務
総長報告、2006年 10月 27日 
http://europeanchildrensnetwork.org/docs/UNSG Report Children  
Burundi 2006 Eng.pdf 
 
[20b] 国連ブルンジ活動第 9回事務総長報告、2006年 12月 18日 
http://daccessdds.un.org/doc/UNDOC/GEN/N06/661/19/PDF/ 
N06661.pdf?OpenElement 
 
[23a] プロテクションプロジェクト、違法取引：ブルンジ、2007 年 2
月 28日アクセス 
http://www.protectionproject.org/burundi.doc
 

市民権と国
籍

[2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
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[24a] 米国人事局調査部、世界の市民権法、2001 年 3 月発行、ブルン
ジ 
http://www.multiplecitizenship.com/wscl/ws BURUNDI.html
 

腐敗 [2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[8b] エコノミストインテリジェンスユニット、カントリープロフィー
ル：ブルンジ、2006年 9月 20日 
ハードコピーのみ 
 
[10c] ヒューマンライツ・ウォッチ「彼らを見かけたら逃げる」ブルン
ジの国家情報局における処罰なき虐待、2006年 10月 
http://www.unhcr.org/cgi-bin/texis/vtx/rsd/rsddocview.pdf?tbl= 
RSDCOI&id=4565e1324 
 
[13b] アムネスティ・インターナショナル、ブルンジ：政府批判による
逮捕、2007年 1月 
http://web.amnesty.org/appeals/index/bdi-010107-wwa-eng
 
[25a] トランスペアレンシー・インターナショナル、腐敗認識指数
2006（2006年 11月 7日アクセス） 
http://www.transparency.org/policy research/surveys indices/cpi/2006
 
[27a] USAIDブルンジにおける腐敗撲滅と責任の回復、2006年 5月 
http://www.nathaninc.com/nathan/files/ccLibraryFiles/FILENAME/ 
00000000090/USAID%20Fighting%20Crruption%20and%20Restoring 
%20Accountability%20in%20Burundi.pdf 
 

犯罪 [2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[27a] ISAIDブルンジにおける腐敗撲滅と責任の回復、2006年 5月 
http://www.nathaninc.com/nathan/files/ccLibraryFiles/FILENAME/ 
00000000090/USAID%20Fighting%20Crruption%20and%20Restoring 
%20Accountability%20in%20Burundi.pdf 
 
[28a] 米国海外安全諮問協議会（OSAC）ブジュンブラ、ブルンジ：
2006 犯罪・安全レポート、2007年 2月 27日 
http://www.osac.gov/Reports/report.cfm?contentID=42998
 
[28b] 米国海外安全諮問協議会（OSAC）ブジュンブラ、ブルンジ：
2006 渡航警告、2007年 1月 24日 
https://www.osac.gov/Reports/report.cfm?contentID=62534
 

障害 [2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
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[29a] ソーシャルセキュリティ・オンライン、SSPTW：アフリカ、
2005（ブルンジ）、2007年 3月 1日アクセス 
http://www.ssa.gov/policy/docs/progdesc/ssptw/2004-2005/africa/ 
burundi.pdf 
 

死刑 [13c] アムネスティ・インターナショナル、拷問に対する委員会ブリー
フィング、2007年 2月 23日アクセス 
http://www.unhcr.org/cgi-bin/texis/vtx/rsd/rsddocview.pdf?tbl=RSDCOI 
&id=45388c3e4 
 
[30a] ハンズ・オフ・ケイン、ブルンジ、最終更新日 2007年 2月 2日 
http://www.handsoffcain.info/news/index.php?iddocumento=9000714
 

雇用権 [2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[29a] 米国ソーシャルセキュリティ・オンライン、SSPTW：アフリ
カ、2005（ブルンジ）、2007年 3月 1日アクセス 
http://www.ssa.gov/policy/docs/progdesc/ssptw/2004-2005/africa/ 
burundi.pdf 
 

民族グルー
プ

[2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[2b] USSDバックグランドノート：ブルンジ、最終更新 2007年 1月 
http://www.state.gov/r/pa/ei/bgn/2821.htm
 
[3a] FCO カントリープロフィール：ブルンジ（最終更新日 2006 年
10月 6日） 
http://www.fco.gov.uk/servlet/Front?pagename=OpenMarket/Xcelerate/ 
ShowPage&c=Page&cid=1007029394365&a=KCountryProfile&aid= 
1020337957293 
 
[4a] BBCカントリープロフィール：ブルンジ、最終更新日 2006年 12
月 12日 
http://news.bbc.co.uk/1/hi/world/africa/country profiles/1068873.stm
 
[5a] CIA ワールドファクトブック、ブルンジ、最終更新日 2007 年 2
月 8日 
https://www.cia.gov/cia/publications/factbook/geos/by.html
 
[8b] エコノミストインテリジェンスユニット、カントリープロフィー
ル：ブルンジ、2006年 9月 20日 
ハードコピーのみ 
 

出国－入国
手続き

[2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
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国外難民 [2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 

移動の自由 [2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[6a] フリーダムハウス、世界の自由 2006：ブルンジ 
http://www.freedomhouse.org/template.cfm?page=22&year=2006&
country=6933 
 

信教の自由 [2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[2d] USSD国際宗教の自由レポート 2006、2006年 9月 15日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/irf/2006/71289.htm
 
[5a] CIA ワールドファクトブック、ブルンジ、最終更新日 2007 年 2
月 8日 
https://www.cia.gov/cia/publications/factbook/geos/by.html
 

言論と報道
の自由

[2a] USSD 人権慣行に関するカントリーレポート 2006、2006 年 3 月
6日 
http://www.state.gov/g/drl/rls/hrrpt/2006/78722.htm
 
[3a] FCO カントリープロフィール：ブルンジ（最終更新日 2006 年
10月 6日） 
http://www.fco.gov.uk/servlet/Front?pagename=OpenMarket/Xcelerate/ 
ShowPage&c=Page&cid=1007029394365&a=KCountryProfile&aid= 
1020337957293 
 
[3b] FCO人権に関する年次報告 2006、2006年 10月 12日発行 
http://www.fco.gov.uk/servlet/Front?pagename=OpenMarket/Xcelerate/ 
ShowPage&c=Page&cid=1159199103169 
 
[6a] フリーダムハウス、世界の自由 2006：ブルンジ（2006年 1月 21
日アクセス） 
http://www.freedomhouse.org/template.cfm?page=22&year=2006& 
country=6933 
 
[10a] ヒューマンライツ・ウォッチ、ワールドレポート 2007：ブルン
ジ（2007年 1月 21日アクセス） 
http://hrw.org/englishwr2k7/docs/2007/01/11/burund14781.htm
 
[13a] アムネスティ・インターナショナル年次報告 2006（2007 年 1 月
21日アクセス） 
http://web.amnesty.org/report2006/bdi-summary-eng
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